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６月１０・１１・１６日には、運動部では最高の

目標である中体連大会が実施されました。原町三中の選手

諸君は、この日に向けて一丸となって練習してきた成果をいかん

なく発揮し、最後まで健闘しました。その結果、団体で県大会出

場を果たしたのはバドミントン部女子（優勝）ソフトテニス女子(第

３位）です。バドミントン女子の優勝は１１年ぶり、平成になっ

て３回目の優勝、見事な活躍です。また、個人の部では、バドミ

ントン女子ダブルスは２７チームが出場しましたが、なんと決勝

は三中同士、四倉・内藤組が見事優勝、準優勝が折笠、佐々木組

とすばらしい戦いでした。ソフトテニスでは６５チームが出場、

その中で志賀・高田組が準優勝、バドミントン男子ダブルスでは、

木幡、奥村組が準優勝、と健闘し県大会出場権を得ました。柔道

では、石橋英君が優勝、緑川君、佐藤君が準優勝、石橋君、中島

君、佐々木君が第３位、県大会出場権を得ました。団体が２チー

ム、個人では１４名が県大会に出場することになりました。選手自身の頑張りはもちろんのこと

選手同士の励まし合い、選手を一生懸命サポートし、声の限り応援した生徒並びにご家族の方々、

教職員が一丸となって取り組んだ成果です。まさにチーム力の勝利です。相双代表として県大会

での活躍を期待しています。

バドミントン男子団体と柔道団体はともに第３位、もう一つで県大会出場権を得ることができ

る大接戦を演じました。県大会出場権を逃しはしましたが、野球部はどの試合も惜敗、最後まで

あきらめない立派な戦いぶりでした。剣道部も３年生を中心に予選リーグを勝ち抜いて第６位と

昨年より前進しました。吹奏楽部と文芸部は選手一人ひとりに応じた応援曲と、熱い声援で試合

を盛り上げてくれました。保護者の皆様、応援、ご支援、ご協力本当にありがとうございました。

昨日、全校集会の折、陸上 年度途中ですが、人事異動

競技で県大会に出場する選手 により、給食調理員が異動と

の紹介がありました。相双を なりましたのでお知らせいた

勝ち抜いた誇りを持て、精一 します。

杯自分を表現してほしいと思 坂下千代子 原町二中へ

います。大会は、７月７日が ６月２６日転出

開会式、８日、９日が競技で 木幡 尚美 原町二中から

す。郡山市開成山陸上競技場 ６月２９日着任

で行われます。

７月の学校経営の重点は裏面をご覧下さい。

１日（水）教育相談（３０日～８日） １５日(水) 授業参観、給食試食会、学級懇談会

３日(金) ３年実力テスト １６日(木）座禅教室

４日(土) 原町区連Ｐレク 夏の交通事故防止県民総ぐるみ運動（～２５日）

７日（火）県中体連陸上大会（～９日） １７日(金) １学期終業式

１０日（金）少年の主張南相馬市大会 ２１日（火）夏季休業（～８／２４）

１２日(日）県吹奏楽ｺﾝｸｰﾙ相双支部大会 ２２日（水）県中体連総合大会（～２４日）

※ ４日（土）の原町区連Ｐレクお世話になります。１５日（水）は多数の参加をお待ちしております。

陸上県大会選手壮行会

全力で健闘 相双中体連大会

新調理員着任の紹介



〔７月〕学校経営の重点

～１学期のまとめをしっかりする～
７月の学校生活目標「１学期の生活を振り返り、有意義な夏休みの計画を立てよう」

「生活環境の美化・整備に心がけよう」

◇実践の重点＜教室内の美化と整備の徹底、夏季休業事前指導の実施、教育相談の

実施＞（入学後の自分の振り返り（１年）、生活の見直し、部活動

の取り組み（２年）、体験入学事前指導、学習指導（３年））

１ １学期にしなければならないことをしっかりとまとめる。
(1) １学期の学習内容の確実な定着を図る。

○ 「授業の約束３ヶ条」を徹底させ、基本的学習習慣を確立する。

自分の考えを持つ・わからないときは聞く・友達の考えに自分の言葉で答える

○ 教師は、「魅力ある授業１０ヶ条」の充実を図る。(１時間の中でﾎﾟｲﾝﾄを持って）

○ 宿題や自主学習による家庭学習の習慣を付けさせる。（60 分→ 90 分→ 120 分）
(2) 学習以外の諸活動のまとめと反省をさせる。

○ 「１学期の目標やめあて」達成・実現の支援とチェックをする。

○ 生徒会・委員会活動、係活動等の反省をしっかりさせる。

○ 部活動：３年生はまとめと切り替え・引き継ぎを、１・２年生は成果と課題を明

確にし新たな目標を立てさせる

２ 適正・適切な評価・評定をする
◎ 生徒一人一人の実態や取り組みを確実に把握し、適正・適切に評価する。

○ 「分かったこと、できたこと」を賞賛し、成就感を実感させる。更に、夏休みや

２学期に「やろうとする」意欲を持たせるようにする。

○ 授業や自分の学習を振り返る場、自己評価する場を設定し、課題解決に取り組め

るような助言や指導をする。

３ 一人一人を大切にした生徒指導をし、いじめ・不登校のない原町三中にする

◎ 教育相談での生徒の状況把握、その後の分析と手立てをする。

◎ いじめの調査とその活用をする。

◎ 善悪の判断をしっかりつけさせる。正しい判断と行動のできる生徒を育てる。

４ 事故のない充実した夏休みにするため事前指導を徹底する
◎ 夏休みの心構えをしっかり持たせ、規則正しい生活と家庭学習を実現させる。

○ 一人一人に「夏休みの目標やめあて」を持たせ、計画作りをしっかりさせる。

○ 目標やめあて達成に向け、計画に基づく着実な取り組みをさせる。

○ 学年に応じて、事故防止や安全指導の徹底を図る。(川、堤、プール、部活動)

◎ 夏休み中の学習や課題への取り組みを通して表現力の育成を図る。

（作文・論文、書写、絵やポスターなど各種コンクールへの作品製作と出品）

◎ ３年生の進路実現に向けた様々な取り組みの本格的な開始となる。

☆全職員挙げて３年生に対する学習指導・生徒指導の充実をお願いします。

・３年教室の開放(エアコン完備・環境抜群＋教師の支援指導)

◎ １・２年生は部活動と学習の両立を図る。（特に２年生はリーダーの育成を）

◎ 事前指導が十分だったかどうかの評価は、夏休み終了時点ではっきりする。

事故無し・事件無し・変身無し

（・ネット上での誹謗・中傷、歩行中の事故→警察に連絡を）

５ 教職員の不祥事防止

７、８月 夏休みのキーワード：「夏に鍛える」


